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　保久島や入道礁は多くの船舶を座礁させた。境水道の入り口にある灯台は、水路を利
用し続けるための近年の歴史を物語っている象徴でもある。灯台は、1931（昭和6）年に
完成した。
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みどころ 境水道にある暗礁。
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　境水道は細長い水路で、東西に7.5km、狭窄部では215mほどしかない。『出雲国風土
記』に海産物の多さは、言い尽くせないとまで記された場所である。
　この地域は、約2万年前の最終氷期には陸化していたが、氷期が終わった以降の水位
上昇によって海となり、「夜見島（よみしま）」を経由して土砂が流れ着くようになった。ま
た、江戸時代以降のかんな流しは、流れ出た砂によって弓ヶ浜半島を肥大化させるととも
に、砂を境水道へと移動させた。1892（明治25）年の海軍海図によると、水道内の水深は
3～4mほどで、深いところでも～6mほどであった。
　島根半島の陸の壁は、中海側と美保湾側の海水交換や弓ヶ浜半島沿岸の砂の流れを
この水路に集中させる要因になっている。したがって、島根半島のこの場所における形
成は、現在の地形を理解するうえで興味深い。境水道沿いの島根半島には断層によっ
て分断された成相寺層の流紋岩や古浦層の砂岩が分布する。水道内に点在する小島
は、地質の南方域での広がりを確認できる唯一の場所となっている。「北国倒し（ほっこく
だおし）」とよばれた保久島（ほっこくじま）や森山郵便局の沖にみられる入道礁（地域で
はニイダグイとよばれる）がそれである。入道礁では島根半島で最も古い砂岩層が緩や
かな北傾斜示している。
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所在地 松江市美保関町森山

アクセス
松江だんだん道路川津ICから約16km、約20分。境水道の
中に見える。
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